
。飛鳥寺の調査-1996・1・3次、第84次

t 西門地区の調査(唱996イ次)

はじめに

本調査は、飛鳥寺西門跡に隣接する奈良県有地を公園

整備するのに先だって行った。調査地は、飛鳥大仏を安

置する安居院本堂(中金堂跡)の西約80m、「入鹿の首塚J

t俗干かされる五輪塔.の東側、西門跡推定地の一宮11とその

外の一郭である。調査而棋は262m'。

1956・57年調査の結果、飛鳥寺は-J答三金堂の特典な

伽護配置が判明した (r飛鳥寺発掘調査報告』奈文研学報

第5illt 1958年、以下 『飛鳥寺報告J)。この|時、手尚北確

認のために西門および南門とその南方の参道が調査され、

それをもとに二町四方の寺域を復元した。

その後、 1977年に大字飛鳥集落の北で北商大垣を確認

(r藤原概報8J)、1982年にその来方て大垣束北附と来商

大垣を確認した(f藤原概報13J)。それによって、寺地は

南北に長い台形で、南北293m、東西は北で215m、南で

約260m、面積約70.000m't 推定されるに至った。なお、

寺域の南限は南門ではなく、それに接続する石敷参道の

南端と考・えている。ちなみに、 r太子伝玉林抄J r太子伝

古今目録抄』などによれば、飛鳥寺の四つの門には各々、

東門に「飛鳥寺」、西門に「法興寺」、南門に「元興寺」、

北門に「法制寺」の蔚額が拍げられていたと tづ 。

1956年の調査によって、西門は礎石主I!ち八脚門と推定

され、正部1l.3m (市鹿尺32尺)、奥行き5.3m(15尺)、

被定基思規模が正而13.8m、奥行き9.3mに復原された。

正而の柱聞は中央だけが4.2m (12尺)、両脇が3.5m(10 

尺)で、中央間が広L、。梁HI'Jは2.6m(7.5尺)等|切である。

南門は正而8.8m・奥行き4.6mで、西門の方が大き L、。

西門の外相!IJの状況については、木淵査区の南での調査

(1984年度K地点調査区 r藤原概報15J)と北での調査

(1969年極原考古学研究所飛鳥京跡第18次調査r飛鳥京跡

二』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第40'111]、 奈文liJf
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1989-2次調査 『藤原概報20J)、および西ての調査(1966

年桓考研飛鳥京跡第11次調査 『飛鳥京跡二J)などによっ

て、次のようなことがわかっている。

西門あるいは西商大垣から西約9mに師1.2mの石組

大溝SD6685があり、西約18mにも幅0.5mの石組小前

SD6684がある。大垣と石組大前!との聞には石敷SX736・

737や石列SX735がある。石組大講の西に接して南北方向

の掘立柱塀SA738があるが、 これは大詰:を作る tきには

撤去されて いた。大垣の西約14mの地下には土管l培渠

SX740が樫められていた。また、今調査区の西には、幅4.3

mの玉石敷南北道路SH6682がある(図46)。

今回の調査は、 これらの過去の調査成果に基づき、凶

門およびその外側の状況の把握を目的と した。

基本層序

盛土 (20-40cm)、旧水田耕土 (20cm)、床土 (20-40

cm)の下層に1:1"世の泣物を含む灰黄色砂質土(10-15cm)

があり、これを除去して泊村i検出を行った。調査区東辺

では、床土直下に古墳時代の包含府である暗褐色粘質土

が現れ、この上而で造椛を検出した。石亨IJSX735あたりか

ら西には、 7世紀後半の挺地土!日(褐色砂質土 ・褐色ノf

ラス府)が残り、その上而で迫椛検出を行った。その後、

これを部分的にはずして下層迫構を調査した。

飛鳥時代の遺構

西門S8240 礎石立ちの八脚門。1956王子の調査では、基

埋の一部および、南北3~IJ ある柱のうち棟通りと東側柱

筋の令計7筒所で柱位置を確認した。そのうち来i![lJ柱筋

の南端と南から 2tltJ目に礎石が残っていた。門の基壇来

側には河原石で組んだ間務排(SD241)がある。 SD241の

西側石は基恩来側の化粧を兼ねる。基if1.南辺lJ後世の破

壊が著しく、基Jf1.の南縁は確認で‘きていない。

今回lはま、商側柱筋の柱位置2筒筒.所をF

確定した。礎石は残つていなカか、つたが、門の北西附とそ

の南側で据付掘形を確認した。推定される柱の間隔は、
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l協の聞の柱間3.5mとして矛前はなし、。北西附の礎石掘)阪

は、直径1.3m、検出面からの深さ15cmで、賞褐色山土が

版築状に詰まる。基t盟土および基tI1化粧は全〈残ってい

なかった。:tft定基JI1西辺にある小穴手IJSX923とその西の

小穴ヲIJSX925は、基担東側紋石と雨孫iiYWllJ石をr"Jの中車111

線で折り返した位置にあり、基ffl.紘石と雨fMIWfJ!リ石の抜

llx痕跡かも知れない。

悲坦の西側および北イJlIJでは、足場の位穴列SS920・921

を検出した。SS920は西側柱礎石位世から西約2.3mにあ

り、 北 1111Jが3.0m、南2聞は2.1m等111]となる。SS9211ま

位IHJ2.1mのl間'のみ。西門北妻柱協から1.45mを隔て

る。SS920の南端の柱穴とSS921東側の柱穴は、柱抜取穴

に'Jt.色の山土が充ty'tされ、掘形にむ私:干の山土が混じる

が、 SS920の北(J!IJ3佃の柱穴は舟形に山土が含まれず、抜

1(X穴埋土は灰褐色砂~'1土て.瓦片を含む。 2 時期の足場穴

に区分て‘きるのであろう。

石組大溝806685 調査区のほぼ中央にある石組構。泊:

版は約1.2m、i奈さ0.5mo {J!IJ石のilH大きいものは幅70

cm、長さ 1mある。西門の正而でも講師や・深さに違いは

なく、橋のよ うな施設もなL、。泊二埋没後、西日[IJに素掘郁

SD739が掘られたため西側石のいくつかは倒れ、また、東

側石のいくつかは抜き取られていた。構底には拳大の河

原石を敷くが、北の方では瓦が混じる部分があり、改修

を受けている。掘J~から瓦片と土総J!;' (飛鳥II-III)が

I.l!.土した。 ;出土からは、大誌の瓦のほか、土-ti+と若干の

鉄総が出土した。講の北部では東側から瓦を投楽した状

況が残っていた。土器は 7世紀代でおきまる。

今調査区南の1984年K調査区てはSD6685の下層に、後

述するSA738と柱位置が一致する柱穴を検出した。これ

が、南北jjjtになる可能性を恕定し、推定柱位置で底石を

除去して調査したが柱穴はなかった。

石列8X735と石敷8X736・737 SD6685の東側石の東 1

図40石組大溝806665(~じから)

mには、石列SX735がある。今調査区では、石は 1石を伐

してすべて抜取られていた。ヂi列と石m大i1Yl:との聞には
石敷SX736があり、石手IJの来にも石敷SX737カfある。とも

に、部分的に桟存していたにすざなt、。SX736の南の方は

後に、瓦敷に改修される。二つの石敷Ii.、5cmLt.どの差

で3RfJllJのSX737がおjL 、。なお、北て行った1989年度の調査

で1立、石91JSX737のさらに京 1mにも石州跡SX734を確

認しているが、今回は検11'.しなかった。

石組小溝806684 淵査区の四辺て雌認した師0.5m、深

さ10cmLt.e'の滞。凶fJ[IJに直径40-50cmの大きな石を、東

f![lJには百r'筏20-30cmの小振り の石を比べる。北では底石

が伐っていた。調査区南辺から北約4.5mの位置には、こ

のi荷を横断するように東西に並ぶ石州SX946があり、そ

の北は長さ約 1mにわた って小石全般み上げている

(SX947)。お州SX946の南に抜する古11分ではSD6684の凶

fl[lJ石カ{2・3石分抜けているので、北へ向かう流水を凶

に向けるための施設と思われるが、その行ブJは制査でき

なかった。今調査区の凶に般して、発掘調究が行われて

いる(飛JL京跡第11次調査)カf、|長Liliしそうな泣怖は未確認。

SD6684は掘J~坦土に瓦や土器を合み、石*11大洗SD6685

に似る。2粂の講のHH隔Ii.心心IIH距離で"8.8mである。

SD6684の東西には、石敷SX937・948やパラス敷SX951

がある。パラス敷SX951は土管暗渠SX740の掘形を完全

に駆っていた。

南北塀8A738 石組大都SD6685の聞に接した位置にあ

り、索掛川/.SD739の底て、検出した。批の間隔は2.6m前

後。西川の正而でも柱聞は変わらな L、。柱繍形は一辺1.2

mim後、検m面からのi奈さ 1m。揃JftJ1Jl土に若干の瓦片
がiltじり、柱抜llx穴には賞制色山土が詰まる。SD6685よ

り古い。調査区の|特辺て1ま、 この掘立位坊f.SA738の西約4

mて柱穴SX935をみつけた。後述するよな:11音渠SX740の

JAlDft を ~lli り込む。柱抜取穴には若干の政相色山土が混じ

.:，~文b庁 q，輔1/ 1997- 11 45 



~持議孟孟孟長記主語
同面大JI!

SA7∞ 

X=-169.110 

十y=ー 16.320。 10m 

図41 飛鳥寺1996-1次調査週情図・土層図 1 : 200 

函42 土管 図43 土管E音渠SX740(北から)
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る。SX935の北と西には、関連する柱穴はない。

土管暗渠SX740 直径約20cm、筒音11の長さ約40cmの瓦製

土管をつないだ施設。今調査区南の1984年度調査区と北

方の1989-3次調査区て掘形と北の1989-2次間交区では、

土管本体令確認している。調査区内て土管41{1百|を検出し

た。玉縁を北に向けて据えられ、調査区の北端は南端よ

り5cm低L、。土管の並びは直線ではなく、調査区内でご

く緩いS字形を描 く。

時渠技r:形lま、幅1.5-1.8m、i奈さ 1mのiTli状。古墳時

代の河川推柏土の上而に山土を置いた上に制かい瓦片で

瓦敷SX955を作り、その上にさらに雌土畿地した而から

掘り込まれる。掘形は、土管設置後、賞褐色山土やl淡を

交えた土て版築状に埋め立ててある。当!土に、少量の瓦

と土器を合u'。

その他の遺構 SX952は、土管掘形と重復する 4俗lの柱

穴。南北2.9m、東西3.0mに4個が凹yfJ(並ぶ。柱掘形

は土管掘形より新しく、石敷SX948より古い。

土管の直下では、柱間約2.6mの柱タIISX938を検出し

た。住穴の直径は30，-40cndlt"。柱抜取穴に賞色いJJに仁

が混じる。柱位置が南北塀SA738とほぼ一致するので¥こ

れと一連の柱列とも考えられるが、両者の距離は 3mあ

って足場穴としては速すぎる。

斜行構SD942は、柱穴SX935と重復する、南東一北西ブi

向の素掘部。宅Il土に山土と瓦}Jfを合む。

奈良時代以降の遺構

素掘溝S0739 幅約 3mの索揃講。南北に走り、東岸は

石組大溝SD6685の西側石を護岸とする。宅11土下層!i分厚

い砂際層。調査区北半部では最終的には西に蛇行する

(SD953) 0 SD739・953からは大量の瓦のほか、 11"1止紀ま

での土誌が/1'，土 した。

SD6685の東方にも*"1い構 (SD928・934)がある。他

に、土坑があり、 SK930・931からは大量の瓦が出土した。

古墳時代の遺構

調究区東北隅では、飛鳥H寺f-I;:盤地土府の下!日て )))1ヲ

の竪穴住居SB933を検出した。北辺と*辺は制査区外に

あるが、一辺3m以上である。南辺に l

カがfあり札、 周辺カかB ら土附t器;~~五古市よ占必~J杯や歪聾E.立斑:iカが干出土土.した。 また、

!末而の中央やや北寄り の床而が焼けていた。7むの痕跡・で

あろう。l刑制は、出土土器から 5-111:紀後半。同時期の泣

構は、他に土管掘形断而で確tEした河川跡がある。

表4 飛鳥寺1996-1 ).欠調査軒瓦等点鮫表

型式 点数 型式 点数
1 a 12 jfJ端点珠

35 IX 
IlIa 4 XI¥ 26 
IIIb 4 X¥"b 
111 21 型式不明 5 
IV 13 dfF丸瓦計 171 
V 16 川原寺763 l 

IVヵV 8 粁平瓦計 l 

VI 5 霊木先瓦 I l 

VII 2 垂木先瓦IV 4 
VIII 4 型式不明

星組型式不明 13 霊木先瓦fil 6 

m土遺物
瓦湾対lのほか、土器、 金属品、石製品などが出土した。

瓦類 飛品IIW・代から平安|時代まで.の瓦がH'，土した。軒丸

瓦171点、 !阿二平瓦 1 点、垂木先瓦 6 点、鴎尾片、 j~Jのほ

か、丸・平瓦がある(表4、図14)。

軒丸瓦li、飛鳥寺創主l!JUlのものがltY:も 多L、。京-弁 卜弁

の I型式 (r花組J) は、小さな破片ーが多〈、主体をなす

のは京的1十一弁「星組」のIII-VIII型式である。[11型式は、

IHl弁カf'-I'E:にとどかない[[1a (~I 4 -1 )と、 1111弁が中房

につながるJJIb (2)があり、両者が出土した。[V・v.
Vlli小振りの「昆組J(4-6)of:f1端点珠八弁蓮司l¥i紋刺:

丸瓦(5 )は初出である。創建以降では彼弁八弁蓮華紋

のXIV型式が目立つ (7 )。瓦氾がシャープな段階 (XIV

a)から蓮子を彫り直し箔i1ilJれを起ニした段階 (XIVb)

まで各種があり、接合手法にも変化がある。初期は鋭い

刃物で対11かな斜格子刻みを丸瓦の凹凸而に入れる。次に、

凹凸而ともタテと斜めの簡略な斜佑子家IJみ目に変わる。

この段附では端而にも刻み目を入れる。最後はやや太い

タテの芸IJみ目だけとなる。奈良時代後半のXV型式b

( 8 )は、 王IZ減京元興寺6201Abと同箔。

n平瓦は平安時代の均型在日I草紋軒平瓦のみ。川!J1寺と
問箔(J11 JJ買寺763型式)で、飛鳥寺て、li初出。

垂木先瓦l立、京弁九弁の I型式と、弁央に稜線のはい

る八弁の[V型式が出土した。 1型式は大|坂 ・新堂J?f寺と

同箔 (f年報1997-1 J 12頁参!!の。

丸・王子瓦は、総数39.505点2.296kg出土した。自l版l!J切カ1

ilkも$(、これに 7-111:紀後半の瓦が次ぎ、 奈良時代:の瓦

はそれほど多くはなし、。これは!flゾL瓦の出土傾向t一致

する。創建J切の瓦は、行基メL瓦と佑子叩き 目ないし粗い

4戸文研年明[/1997-11 47 
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平行'1111き目の平瓦 (f花組」に対応)および、王.紘丸瓦と

紛lかい平行叩き目佑子叩き Uをタテにスリ消した薄手の

平瓦 (f星組」に対応、)、のニ昨に分釘iできる。

行基丸瓦には、一木の脱'l'l-を使うものと側板:iili結侠i'l'

を使うものの二者がある。i止は前者が圧倒的に多い。両

者Ii.、分害1)被線の入れ方が逆で、 一木政J11-の丸瓦IU.':，而
(J!i)から、(J!リ板述結膜骨の丸瓦は凹而{l[i)から入れる。玉縁

丸瓦は玉緑内I伺に布目がつかな L、。分¥'11陥Ji:線は凹而(J!i)か

ら入れる。

f:{t:MIJに伴う、粗い平行日1Iき目のとliJf.には、粘土円筒

を反転して広端側に補足の叩き締めを行うものがあり、

凹而にあて具.の痕跡が伐る。佑子1111きLIの平瓦とも、分

書1)凸，iiPは紐である。凹而は不調整、 (J!i)而は破而をへラケ

ズリする b手法。

f ~HllJ に伴う平瓦は、凸 1mをタテ方，1'1 に丁寧にナデ調

整するのが特徴であり、上下 2il~1 4 筒所の分割l突起を?目

安に粘土円筒を4分割する。1よ端近くの山而に、桶の側

板を綴っ た紐の痕跡を成すも のがある (~144 -1l) 。 類例

は、大阪 ・新堂廃寺 (烏合寺)にある(藤沢一夫 「造瓦

技術の進展Jr円本の考古学JVI 股火時代(上)1967 

年、 286-310瓦)。この一昨む凹而は不調路、 (!!ljfrii調慾li.

b手法である。lよ端而に「;民座状圧tfむを残す例があっ

た(10)。

7 IU:紀後半のー瓦li.、大半が行基丸瓦Ui::↓裕子1111き口の

粘土板桶巻き作り平瓦のMl令わせである。平瓦は凶I而を

ナデ部l挫し、 凹山岡田の(W)辺に恥uぶい而取りをする
(12)。この一群は軒丸瓦XIV型式にfl'-う。ほかに、 1111き

目が深い裕子あるいは斜絡子の1[1.瓦や、凸而を完全にス

リ ì l'í した平瓦がある 。 川J)~寺から搬入された玉鯨丸瓦と

凸而スリi肖しの純叩き平瓦それに凸mi有i日平瓦の-1伴、

純1111き.flTI巻き作り平瓦の一昨がごく少ーはある。また、竹

状棋竹丸瓦が1点確認てきた (13)。

奈良時代の瓦は、行悲九瓦t一枚作りの縦叩き平瓦。

叩 き I~I やfJりl而形に数種がある 。

土管 H音渠SX740に使用されていた土作 1i.分以ぃF'~筒形

で、 A結のための細い玉紋告I1があり、筒古I1にはこれを挿
入するためのえ寸り込みがある。導*に1!l.!われる円孔音11

分l立市径19cmほどだが、土rrは、 平均で全長約52cm、筒
音11長約38cm、主さ約22kgあ札幌めて 屯j与であ る。 n~1 々

の土??は、規佑 ・重量;にばらっちがあり. 全長44φ5-56

cm、間部長33.2-44.5cm、m:~ 15. 5-29kgの師がある。
こl二~):の成形 l主、円孔部となる布巻き和IJ に粘土を巻き付

ける 。 :U.・~mlの円干し内I伺には、粘土紐の.f!'íみ」二け1点跡カf

観察できる。表而は、ナデ調盤、間部のえぐ‘り込みは、

へラケズリでつくる。表而に rIf・」のへら柿き記号をむ

つものがあり 、これらはある躍度規格が揃うようだ。ま

た、多くの土管は、表而にベンカヲが付者していたが、

記号かどうかはlリ!らかでな L、。

土器 合tttllキ(-1::から平安時代iiijJ切に至る上附i器と須忠告号、

平安時代iiijJtfJの黒色土器のほか、弥生土it:iや瓦器が出土

した。

石組大川SD6685の掘形からは、土日削除杯A.C、鉢

A、l11l、ロクロ成形の杯B、尚杯C、襲、須75器杯H、

'.!:t:i、裂がt'!'，-I'.。ヲIHi，II -1110 SD6685の担!七からは、土r.ili

ti材不 C .H. 市杯G、習5、 ~.rjTJ!: ~if，f.不 B . G .H、輩、襲、

瓶など、 JI~.r.~vまで‘の土器がJれl二。
京品:1IhY，'SD739-1つ刊のl深層か らは、土利1;目先杯A、JIll、小

lIIl、正:iUG、去、襲、須恵器材不A.B、椀A、鉢、査な

ど、飛九Vから平安時代前JVf(10lft紀前半)までの土器i

が，~I，土した。 また、 SD95臼3の埋」止一J斗.

仁n卯附帥il市lir，器:詳制制4幻川川JI川肌H肌l比lカがq山lハ:土しfたよ。
古墳H年代の土器は、竪穴住1，'+SB933やII'[)II縫杭から 5

IIt紀後半のものが，'-1'，土したほか、 4世紀から 6世紀後半

に及ぶ。

金属器 20点ほどの欽釘や)} 了~} '，-のほか、 SD739からTf

銅製)}装!t(立金具)が出土した。刀装共は、長径3.9

cm、j立さ0.6cm。

石製品 弥生時代のサヌカイト製不i鍬と制)'，・のほか、制

紋時代後JU]の石持1，，~~が石剥l大 ì ，YiSD6685の掘形か ら IJ'，

o o 5cm 
出

図45 石縛 1 : 3 

術文研<r-制1/1997-11 49 



y=ー 16.360

11 '日'1 y=ー16.320

H
H
H斗
J

へ4
U

4
u
a
 

開
制
問

跡

p
a
〈

d
R
ω
 

炉
品
川

戸
川
》

d
E

、

n
M
d
 

南
北
海

。

506981 

20m 

図46 飛鳥寺西門周辺遭備図 1 : 400 

50 {，~文E青年明1/ 1997四日

一
m
nwd 

p
h
u
 --

V
A
 

l
aa--貝

X=-169.040 

X=一169.060

一

一卿

d

nud 

M

p
h
u
-

-4

Z
 

-

x
 

悶
廊

x=ー169.1∞

=一169.120



土した(図45)。服部3条の縦方向の沈綿をめぐらし、車111

音1Iには両聞に縦方向の沈線がある。下古11を火山する。全

体に}必きを施すが、 i~1点打痕が随所に残る 。 射1-f. :lk11 .1 cm、

.1tI.:大幅4.92cm、最大j平2.3cm。

まとめ

酉門の構造と規模について 今調査区東辺は1'(11・11.が衿:し

く西門礎石(1-失われ基J'f1.土む完全に削平されていた。泣

将よ検出而は基Jfl上而から60-70cm低L、。しかし、礎イi~lli 

i.t掘形により染1m2 HHの八脚門であることを雌定した。

1956年の淵1i:成果と対比すれば西門)1あの11:1の位HHはがj

3.5m (山間パ10尺)とみてよい。基思は掘込地~を ~rわ

ず、礎石位iifのみ据付編D診を掘る。制)~のほは:J.'i fíi'[ 1:.lfIi 

から約80-90cmのi奈さにあったと 行(~ìWI される 。

また、基JIiに |到して l立法J盟国縁石と間帯ìiYdJliFriの抜JI~

~i{l?ff・か と忠われる i立椛 (SX923 ・ 925) がある。このHII を

iT:i部川と考えると、そ こに足場SS920が位置するので¥桃

造的には妥当である。t:.lご、 I有門では背而に11-1i継lI:1村長

部が巡るが、 ljii而は岡高石一段で処理!しているから、 Ijij

而のm孫i，Y，:の存在を確定するこuま今後の調官にゆだね
たL、。

さらに、問門の足場穴を検出し、事Fの，"，'，について新し

い知比をえた。r飛IHf報告』ては、四門の平側のf.fの，'1'，

について次のよ うに似l点している 。「側柱心か ら 1 :I~f存i昨|人1

{J!IJまでの寸パが矩尺の6.5尺、雨落滑11Iカf2.8)てであるか

ら、矢張!肝，'1'，は 8 尺位で、南1"1 と 一致することが~;II られ

る(40-411'0J 。 今|旦|検，'I~ した足場SS920 と四1"lll ÿ!!!IJれと

の距Im~はが:]2.3m (山鹿尺6.5尺)で、 この推定を説付け

た。また、J，t:!J!iJの粁の/1'，は、足場SS921を!肝a先とみると北

妻柱筋から約l.45 m (i:':i盟尺 4 尺)となる 。『飛13寺幸~H';'J

では、長柱から&Jflの南北締までの距離を、1.64m (1111 

尺5.4パ)としているが、 これだと娘羽の軒ー先カf~，pVtの|人1

!J!IJ に収まる 。 jJyl'~(ま切主八脚門なので雌羽の軒先と桂川

縁が必ずしも一致しないかもしれないが、軒の 1~ ~ ~ll}J;[ 

の一つの制拠とはなろう 。 両者を一致させた場介、~，与y\t

の南北長はこれまでの推定より40cmほど短くなり、 13.4

mに似版できる。

四1"1の削kl!f.f瓦は、 川-v型式のrJn.MlJて、あろう。rJI¥. 

組」の瓦は rl'心伽慌ては~，1 門北口!IJの瓦JiÉ ，fj'{の主体を，'î め

ており、西川の造営l時JUI'/) r rl11"Iや回廊に近いことを物JJi

る。少祉てはあるが霊木先瓦も出土した。これらjlyl"lに

川い られた可能性がある。i民l曜もf政)'jが数，'，'UI'，Lーしたが

これが阿1"1に1aわれたかどうかははっきり しない。

西門外側の景観 西門外fJ似仰側J!刊則!り!IJ町てで.凡つカか.つfたJ泣f，'昨V昨'tlはま 2II，~年糾':J則例に

|区迂分されるム。 71山H止肘.呼4紀ε中初初l刀}~r.凶I氏i巳頃f“iの品掬似IHi 』立立[位雨」北tJ桝JJf.SA738 と柱否列lリl 

SX93犯8.仁包管'11附l情官.渠SX7刊40、そして 7'1仕紀後半の石組大前

SD6685・石組小市SD6684・右手'ISX735・行政SX736・737・

937・950など、の二つである。

南北塀~SA738は西門の棟通りの両10.5m (出血尺30尺)

に位出し柱間約2.6mも7.5，:目:i1111パとみてよかろう。また、

南北JJ){SA738t:.t.主要'ISX938のHH隔は約3.2mで市胞尺9

1くである 。 ヲIV~寺の建物配t;t('/)f ，:':i胞尺のJ也~i11を器準とす

ることは既に指摘されている(r'IU-&寺J1IU.&資料館図鉢

第15111~ 198611三、41-431'1)。飛J，VI:とその凶!J!IJの地域の

一体性がJlli:'illのifliからもパ2えできょう。また土管l府渠

SX740に先行する瓦敷SX935(幻IU.&寺の rhi組」に伴う

九."'ji-瓦て干:，Yfrdどされていることもこれを以付けるだろう。

過去の淵査成よ~~を参考にすると、仁作附渠l立、南北100

m 以上就き、南から北{こJソJ( ~沈下した。 {史川された土

~~の数は、 250本をくだらな L 、 。 It~北Jhf.SA738 b少なくと

も南北50m以上にわたって統急、 71H&寺内の-111の東を

似る胞設とむ考えられるが、 jlYlflikJjlt:のHH隔があまり

広くない .'.~I: は一つの問題点として伐る 。

-)j、71止紀後半の造怖は、石k:ll大講SD6685が困門あ

るいは阿而大垣の西 9mにあり、 SD6685と石組小部

SD6684との距離も|百]じく 9mである。これは、小尺30尺

(大)'I!.25)ミ)にあたり、法i\(リミがかわった "f能性カ:~':jl 、。

これらのi立椛が造作されたのは、 Vyl"lカf彼弁のXIV型式

判:メLJ王て屈服修理された II#JUI 、 11~.r.& ;tÏ'がï~'・寺に準ぜられ

たノミ武半!J]であろう ( r年幸~H995J 16・171'1)。遅くともこ

の11ぷ飛IL寺西1"1の外側(1-イ-，組洗や石!肢に襲われた完全

に人工的な官、観に変貌した。

はじめにむ述べたように、ヲIH&.'fiIYI"1の外lま、r1l7f正井

紀』 に何度も登場する r11~.r.&;tj'のjlyの槻の本の広場」が

あったところである。"，大兄息チと ，'，匝$，tチとの，'1'，会い

や、壬"1の古しそして天武判以後の製:長の場として、「槻の
本のJム場」は飛品の一つの小心だった。今l旦lの調究地が

「飛ib守の四の槻の木の広場」の-liIl にキII ~ するとの確証

は得られなかったものの、飛.r.げFの四ブJの状況を推il!ilす

るに足る資料をえた。今後のilI!.jjltがJUli守される。

(花谷 浩)
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2 飛鳥寺唱996.3次調査

はじめに

この調査は高市郡明日香村飛鳥地内について明日香村

が行う下水道整備事業に伴う事前調査の第2年次の調査

である。今年度は1 飛13寺鱗堂北から耕堂束、 II:郁

堂西、 日1:西田大垣、 IV:水落追跡南の4箇所の旦道上

に設けられた敷設予定区I::J~対象とした (39頁の調査位

置図参照)。

遺構

I区 道幅が狭いために全長80mの区IHJ内に 6佃のトレ

ンチを設けた。講堂東辺の4つの調査区 (IA-C.F

区)ては表土下40cmの古噴時代の造物を少量含んだ時褐

色粘質土而で、近世~現代の水路謎岸やその抜取穴等を

確認。飛鳥寺に関わる迫構は検出きれなかった。講堂北

方では現来迎寺入口の石段下に南北約8m (1 D区)、県

道に而して南北3mのトレンチ(1 E区)を設けた。l

D区では地表下O.7mの茶柑色粘土上而で土坑 1基等を

検出した。土坑は一辺約 1m、i奈さ約O.4m。五、土恭の

小片が含まれる。1E区では地表下1.3mの茶褐色粘土上

而で土坑l基を検出した。土坑は一辺約1m、深さ約l

m。土坑の上而は灰褐色砂土と貰色粘土の互周であり、

ある時期の境内地の聖堂地而であろう。

E区 講堂の北西から西辺犬走上を通り北回廊に至る約

80mを対象としたが、講堂西南隅以北はよ位幅が狭〈、今

回は講堂西南附から北回廊北端までの約23mについて服

O.8mの調査区を設けた。その際、 調査区の北端を1957年

の第3次調査区と重複させた。 これは第3次調査の成果

を現行の国土方眼座標及び標高で再計iUlIする ことによっ

て、今回調査が及ばなかった区間についても下水道管敷

設のためのデータを得るとともに、講堂周辺部の復元を

より確実にする ことそ目的としたもので、第3次調査の

倒域した基壇縁石等を再発掘した(図47)。

その結果、調査区の北端付近は南辺犬ぇEと基思の一部

が位置する tみられた。しかし、旧調査区の南端は近世

陶器の入った土坑による撹乱が著しく、その下商で柱穴

1佃を、東壁面で基1ftあるいはその南外方の整地の一昔11

t思われる土層を確認した以外は明確な泣梢は検出きれ

なかった。柱穴は一辺1.2m、i奈さ1.4mで基壇縁直下に

あり埋土に瓦を含まないことから訴堂以前の追構と考え

52 ~詩文研年明1/ 1997-11
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図49内濠出土軒丸瓦Ib型式 1 : 4 

られる。また、西接する1993-1次調査で束折するかと推

定された南北構SD870の延長部も確認されなかった。鱗

堂南から北回廊までの聞も遺構lま稀薄で、径0.5mの掘形

をもっ柱穴、古墳時代の土器を含む時褐色粘土の土坑、

平安時代前半の土器を含む一辺l.5m以上、 i奈さ0.4mの

土坑なEを検出したにとどまった。

阻区 西門の北、西而大垣が想定される村道上に師0.8

m、全長約80mの調査区を設定 した。調査区の南では1984

年度J地点調査区、 1985-2次調査区、 1989-2次調査区

t隣接している(図48)。

調査地の基本的な府序は上から、現道路、茶灰色土、

時茶褐色砂質土であり、主に地表下0.4mのI培茶褐色砂質

土田で、図面大垣、内i輩、飛鳥寺以前の掘立柱建物、凶

而大垣を横断する暗渠(石組泊;)等を検出した。

西而大垣は西門との取り付き音11から 11-161111 目の 6 11~1

と、 25-29問自の5伊lの柱穴を確認した。柱穴は一辺l.2

m、深さl.5mの掘形て¥柱は直径20cm。柱1111は約2.6m

等間に復原できる。大垣は国土方眼方位に対して北で西

へ約50分偏している。

内i豪dま索掘 りの南北部で調究区北半で約30m分を検/1'，

した。fNt.は大垣の方位と一致し、大垣心の来1.5mに西岸

をもち、深さは0.7m。今回の検出は西岸に限られたが、

1984年度J調査区で束停を確認した南北構と堆積土や出

土造物が一致することから、 iWi幅は約3mに復原される。

担!土は上下2府に大別され、茶褐色砂質土の上l習からは

奈良|時代後半から平安|時代後半までの土器が、下府の賞

灰色粘土からは飛鳥寺島1I建瓦や奈良時代初頭から中頃ま

での土器が出土した。

西商大垣を横断する椛lま西I"jから291m目にある。f.Y，:!ま

構造が異なる 3粂がHf注し(図48)、ともに内泌の7)<を大

.t.i[の外に排水する機能を果たした t考えられる。重複|刻

係と底のi奈さからみて、 中央→北→雨の)1闘に作り替えら

れてい る。中央の暗渠lま内幅25cm、深さ10cmの木樋に凸

而を上に した平瓦を 2枚重ねて蓋を し、その両側 と上告rl

を玉石で囲う。暗渠は大垣柱掘形上にあり、 天井石上而

から木随底面ま では約0 .6 m 。 北の I~青渠は中央H音渠の北

0.8mに平安時代初頭の平瓦の凹而を上にして敷き、その
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両{JlIJと上部を玉石で固い、 天井石の上にも玉石を詰める。

暗渠の上音11には内法上層のあふれがのびている。南の石

組t背は内法幅0.3m、深さ0.3mで底に玉石を敷〈 。開渠

の可能性が日L、。北{l!IJ石が大垣の柱の上にあって共存は

難しく、 この石組椛の構築は大1亘の廃絶l砕かそれ以後の

ことであろう。

掘立柱建物は柱穴3俗lを検出しただけで棟の方向や規

模はI切らかでない。柱穴は一辺0.8-l.0m、深さl.4mで

直径25cmの柱痕跡がある。柱間は南がl.8m、北が2m前

後で、柱穴列の方位は国土方眼方位に対して北で束へ約

30度偏 している。柱穴は古墳時代後期の土総を含む暗茶

褐色粘土而で検出され、埋土に瓦を含まないこ とから飛

品寺造営以前の遺構と考えられるが、厳官な造営l時期は

明らかにし待なかった。

N区 山区の西約100mの旦道上に南北約50m、師0.8m

の調査区を設けたが、調査区南半の地表下0.5mで東西小

総数粂を検出しただけで、その下のi奈さ0.5m以上の茶褐

色砂質土には遺構造物等はみられない。

出土遺物

瓦、 土線、金属製品がある。瓦には表5に示した飛鳥

時代から鎌倉時代の軒瓦のほかに、近世近代の軒瓦、垂

木先瓦、へラtTj:きのある平瓦、 1専と多iifの丸平瓦がある。

図49は内i豪下層;11土の飛鳥寺i何a丸瓦llIb型式の完好例lで

ある。土君主には古墳時代から平安時代までの土師器、須

恵器、黒色土器、 緑flb.灰flb陶器、近世陶磁器があり、

II区表土府から出土した14-15世直紀の外国産三彩1111片が

~ 5 飛鳥寺1996-3次調査軒瓦点数表 ()内IHI!不明を合む

型式 I区 E区 E区 計

1 a 
1 b 

制- I1Ia 
I1Ib 

メL VII 1 
VIII 1 1 2 

瓦 XIIA 2 2 
XIVa (1) 1 (7) 1 (8) 
XVb 1 1 
百十 3 5 31 39 

軒 震弧紋(新) I I 
平 VI 1 
瓦 鎌fr 1 

l 2 3 
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図50 内湾出土土器 1: 4 

珍しL、。ここでは、飛鳥寺の変遅過程を理解する上でも

重要な川区の内i豪出土土総を図示した(凶50)01人Ji荻出土

土出は上!冒と下府 とに大万1Iされ、いずれも土r.ili1Wr料、 lIIl

が大半てその多くに灯lリj痕跡がある。下l時には 7枇紀末

から奈良時代中頃(平城常I1I)まで、の11キJtJJの土山ri(.品杯C

(1)、杯A (2-4)、l11LC (5 -8)、.I11LA(9 -11)、

襲、ミ ニチュア甑(12)、須恋総杯B、同葉、査な どがあ

り、上l併には奈良時代後半(平城宮lV)から平安H制t後
JUJまでの、土問l総杯 (13-18)、11IL、小IIIL(19-22)、黒

色土総A類椀、同B類椀 (26)、同B~Jì小ll1L (24 -25)、

緑~dl陶器椀 (23) 、灰~Ih陶総 1111がある 。

まとめ

H区では講堂に関わる新たな知見は得られなかったが、

第3次調査地の倒威した基収紘石を再発掘、再百十iJllIし、

1993-2次調査時に再測した身合西北附の礎石や1993-2 

次調jItの講堂北東部の追梢とともに引行の国土方|股座標

_I-.に展開 した結果、r.1~堂法I盟は 『ヲI~.r.円f報告』 に示され

た1度33分44秒よりもやや大きく北で西へ偏していると
考えられるに至った。それによれば r飛，U寺報告』では

似原基山西縁綿からはずれていた税':;t~，~j-fi西縁の立石南

半が、北辺t正しく直交するのである。図47てはその結

果をもとに、第 l次調査l時にiUlJ図された講堂西liE南半の

礎石4例の位置を修挫して作図した。都堂が東jJq8 HH 

ミ三三~19

可ミ二ユ圃，〆20

「ミヨ:.::;7""21 

町三三三三ヨ .-ーー〆22

l肘:1-12、1.桝・t:l-26

モ妻亘書量4 24

て三菱事瓦語〆25

35.15m (100大尺)、南北 4H11l8.6m (53大尺)の，建物

で、~j-flは東西114大尺、 南北65大尺であるのは変わらな

L、。桂川の外には北では幅l目5mの犬走があり、西でも同

級tすると111道の西端に位置する。ただ、上記(J.現状て.

の務合性を-;1<めたものであり 、結論は全而的な再調査に

委ねるべきで.ある。

内i奈は寺域*北附では大垣の内側約 2mに外岸を置い

た I~M約 2 m の京掘~，YJ:として検，'1 '， されており、今回のそれ

と一体の胞設と考えられる。 しかし、北1"1の調査では大

垣から約6m離れた位置にあり、西門前では確認されて

いなし、。また、出土土器によれば西内法は平安時代まで

存続するが、北内i表は奈良時代の土坑で壊されており、

廃絶時JUJも一様ではなかったであろう。

今回検出した大垣を横断する暗渠は大垣を廃したあと、

1m渠の石組油!としている可能性がおく、近傍した内涼に

築地ilÌj.t'~土の推手j'ì tJfみられなかった ことか らも 西限施設

は終始制i1L住塀てあったと考えられる。大垣の造営l時JtJj

については内接の瓦からは創tUtl時まで遡る可能性がある

ものの、 1984年度K調査区では大患と併存する石組大溝

SD6685の造営が7世紀後半のこととしており、今回も大

垣が創処時の造営であるこ tを示す証左は確認されなか

った。 (西口費生)
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3 飛鳥寺東南の調査(第84次)

本調査は、奈良県が計画している万葉ミュージアムの

建設にともなう事前調査である。調査区の而棋は2400m'

て， 1月から調査を開始し、 97年度ち調査を継続中であ

る。そのため、 96年度の報告は中間報告にとどめる。

調査地は飛鳥寺の東南方に位置する。飛鳥寺の中心伽

藍の様相は1956・57年の調査で明らかになっている。寺

域については、 1956年と1979年に南限、 1977年に北限、

1982年に来限の塀を確認している。それらの成果から、

本調査区内に寺域の東南隅が位置すると推定されていた。

その一方で、問責区の西側には推定寺域の南限をかすめ

るように丘陵が張り出しており、丘陵と寺域との[民l係が

問組点でもあった。また、 1991年には、発掘区南IWJの飛

鳥池の池底から、 7世紀後半から 8世紀初めにかけての、

金属やガラス製品の生産工房跡(飛鳥池追跡)を発見し

ている。本調査区にも工房に関連する純設が広がってい

るt推定され、工房の広がりと飛鳥寺との関係、も明らか

になると考えられた。

調査区の旧地形は西側の丘陵から東に落ちる谷になっ

ており、この谷に整地府が何j百も税まれて、遺構商のj将

位lま複雑な様相を示している。遺構検出は主として藤原

宮期以降の整地l向上でおこなった。

年度内の調究では、飛お寺寺域東南部分の区画i施設は

検出していなし、。すくなくとも藤原宮期以降は、閥抗区

内に寺域東南附が位世しないようである。一方、問責区

図51 第84次石敷井戸(e!i南から)
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図52 第84次調査位置図

の北端で東西市~ (藤原宮期~奈良時代前半)と、その南

側て前iこ沿った掘立柱塀を検tハした。椛の北Il!IJでも、喋

敷の通路をはさんで、大量の瓦がIJ'，土しており、塀の存

在が予想される。したがって、識の北と南それぞれに閉

鎖された区画が存在していたと推定できる。r，YJ:!ま飛，弘寺
の伽藍の方位よりも東で北に振れ、 寺域東南隅'i"斜めに

横切る位置にあり、従来の予想に反して、 寺域は東南隅

では斜めに切れていたと考えられる(図52)。

東西部の南側には、 l.tぽ剖t:の方位に沿ってks物やj肝カf

illつ。 調査区の北西にある弁戸は、東西 6m、南北8.5

m、i奈さ約60-80cmの範囲て.:J.liiり下げられ、壁而は石和

で化粧され、 内部に石敷が施され、石敷而の南寄り 中央

に井戸本体がある(図51)。石敷の周囲には浅い慌がめぐ

り、井戸本体か ら北へ抜け る排水油~/:合流して、石組の

IIfy渠につながる。この暗渠が東西端へ筏続する。

東西棋の南側の区画では、生J!物や井戸の他に、炭化物

を合む土坑を検出している。出土造物にも鋭銅に関係、し

たノレツポ、羽口等があり、区画内に展開する胞設が飛鳥

池遺跡と一体てあった可能性ぞ示している。そのいっぽ

うで¥銅答、 灯明1111、漆塗鉄鉢形須忠告器や飛九寺所用瓦

なども出土してお り、飛品寺との密接な関係も続わせて

L、る。

今後の調査では、 寺城東南部の区間純設の検出、東西

部南側の区画内の泣構変遷とその性倍、飛応寺と飛鳥池

泣跡との関係の解11月が1J.~点となる。 (島田敏男/遺憾)


